
ニチレイグループのあゆみ

ニチレイグループ売上高の推移
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※ 2004年度より連結売上高
1947 19601950 年度

2001 家庭用冷凍食品「本格炒め炒飯」発売
2004 中国（上海）で低温物流事業を開始
2005 持株会社体制へ移行
  中国に食品分析検査および 

研究開発を行う錦築（煙台） 
食品研究開発有限公司を設立

2006  インドネシアで「生
いの ち

命の森プロジェクト」 
（粗放養殖によるエビ調達および 
マングローブ植林活動）を開始

2007  「純
じゅんわけい

和鶏」の養鶏事業を開始
2008  チキン商品の安定供給のため、 

タイに生産子会社（GFPTニチレイ）を設立

人々に心の満足を提供してきた
ニチレイグループの創出価値
人々や社会のニーズを見極め、その時代に必要とされる商品・サービスを生み出すことで
人々に心の満足を提供してきました。これからもニチレイグループは
食の広い領域にわたる事業活動で人々の食生活を支え続けます。

ニチレイグループ誕生。
戦後の食料供給体制の再構築と
消費ブームに対応

電気冷蔵庫の普及に伴い
食生活が変化。
ブロイラー事業・水産加工品事業を拡大

女性の社会進出により
冷凍食品への注目が高まる。
新規事業も積極的に開発

水産・冷蔵・製氷を祖業に日本冷蔵が誕生。
戦後の安定的な食料供給を使命として、
1950年代の消費ブームに事業の多角化を
推進。

高度経済成長を迎え、電気冷蔵庫が普及
し、家庭向け冷凍食品が受け入れられ始め
る。政府主導のコールドチェーン（産地か
ら店頭まで鮮度を保ったまま食料品を運
ぶ物流のネットワーク）構想に貢献。

経営危機を契機に「明日のニチレイ」（従業
員から革新改善の提言を募るボトムアップ
型の社内キャンペーン）を実施し、次 と々新
規事業に取り組む。また、女性の社会進出
に伴い、簡便性に優れた冷凍食品の需要
が拡大。1980年代後半から、加工食品・低
温物流各事業分野で海外展開を本格化。

1940～1950年代

1960～1970年代
1980～1990年代

1942 帝国水産統制株式会社の設立
1945  民間企業・日本冷蔵株式会社として改組
1946 果汁入りアイスキャンディ「レイカ」発売
1952  「冷凍天ぷらセット」発売
1954  「茶碗むし」発売 
  （調理冷凍食品の先駆け）
1955 水産物の洋上輸出を開始
1956 畜産事業を開始
 南極観測隊に冷凍食材を提供
1959 長距離冷凍貨物車「はやぶさ」を開発

食生活の多様化と生活者の
食の安全性への懸念の払拭に対応。
持株会社体制への移行により
事業運営が迅速化

「調理の簡便化」「健康志向の高まり」
「労働力不足」「グローバル化」に 
対応した中長期的視点で経営を推進

新たな顧客価値の創造と
社会課題の解決を図り、
持続可能な社会の実現に
貢献する企業へ

トレーサビリティシステムの構築などを抜
本的に見直し、より安全で信頼していただ
ける商品を提供できるよう品質保証を強
化。また、持株会社体制へ移行し、各事業
で新たな取り組みを開始。

収益基盤強化と資産効率向上による利益
成長、海外事業の規模拡大を推進。ESGへ
の取り組みも強化し企業価値向上を図る。

「企業の持続的な成長」と「持続的な社会
の実現」を強く結びつけ、社会と向き合い、
人々の食生活を支え続けていく。

2000年代
2010年代

2020年～

1980  「明日のニチレイ」を開始
1982 バイオテクノロジー分野に進出
1985  「株式会社ニチレイ」に社名変更
1987  「アセロラドリンク」発売
1988  オランダを皮切りに欧州での 

低温物流事業を開始
1993  通過型物流センター（TC）事業を 

本格開始
1994  電子レンジ対応冷凍食品の先駆け 

「新・レンジ生活」発売
1997   「ニチレイグループ技術開発センター」 

開所

2011  東扇島物流センター（川崎市）を 
新設。2013年に2期棟を増設し、 
旺盛な低温物流需要に対応

2012  米国でアジアンフードの 
販売事業を開始

2013  タイを皮切りに東南アジアで 
低温物流事業を開始

2014 ニチレイフーズ船橋第二工場を新設
2017  CSR基本方針を 

「ニチレイの約束」として改定
2018  企業内保育所 

「MIRAIterrace（みらいてらす）」開設
2019  バイオサイエンス事業の研究開発・ 

生産拠点として、「グローバル 
イノベーションセンター」を新設

  「ニチレイグループ人権方針」を制定

2020   業務革新のモデルセンター 
「名古屋みなと物流センター」を新設

   「純和鶏」が特色JAS 
（持続可能性に配慮した鶏卵・鶏肉規格） 
の第1号認証を取得

2021 国連グローバル・コンパクトに参加
  SARSコロナウイルス抗原キット 

「イムノファイン SARS-CoV-2」を発売
2022   サステナビリティ基本方針 

「ニチレイの約束」制定
   「生

いの ち

命の海プロジェクト」 
アマモ場再生活動開始

2023   キューレイに環境配慮型米飯工場を新設

1960 鎌ヶ谷試験所の開設（回転鶏舎を設置）
  「テンダーツナ」（マグロの調理缶詰）発売
1964  東京オリンピック選手村へ 

冷凍食材を提供
1968  アフリカ産タコと 

中南米産エビ取扱シェア1位
1970 日本万国博覧会（大阪万博）に出店
1974  家庭用冷凍食品のシリーズ化 

 「グリーンベルト」ブランドを展開
1977 運送取扱子会社設立
1979  米国に農・水・畜産品の 

集荷・販売子会社設立

南極観測隊員

鎌ヶ谷試験所の回転鶏舎

「グリーンベルト」 
ブランド

社名変更の新聞広告

初期の「アセロラドリンク」

初期の「本格的炒め炒飯」

「純和鶏」

初期の「新・レンジ生活」

グローバルイノベーションセンター

名古屋みなと物流センター

GFPTニチレイ

大阪万博の
テラス日冷

 ニチレイ75年史
 https://www.nichirei.co.jp/75thhistory
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